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「福島大丈夫」宣言　風評被害の撲滅を…

生殖力が強くなり、幼少より与えると背が伸
びる等、生態の活性化を生じ、有益な効果を
もたらすという報告も過去にはある」（米国保
健物理学会雑誌1982：12トーマス・ラッキー）
などとは絶対に報じようとはしないのです。
「放射線何㍉シーベルトが測定された」と
いう報道も、最初は人々へ危険を知らす必要
からのものでしたが、その後のマスコミの「危
険煽り報道」による風評被害が、福島の人々
を苦しめ、復興への活力を奪っています。福
島産の農作物・海産物への忌避、瓦礫の受け
入れ拒否などの表に現れた偏見だけでなく、
子供がいじめにあったり、婚約が一方的に解
消されたり、さらには、福島県人と結婚すれ
ば、孫子の代に渡っての奇形児が産まれるリ
スクを負う、などという、とんでもない風評
が地下で流される。現地の人たちも「怖いぞ、
怖いぞ」と恐怖を煽られて、不眠、不安、パニッ
ク発作などの放射線心身症に悩まされる。避
難の緊急性のない人たちまでが避難を余儀な
くされ、大きな心理的被害や経済的損失を
被っているのです。
38年前、原子力船「むつ」で起きた “微少

な放射線漏れ ”を、“放射能漏れ ”とセンセー
ショナルに報じたマスコミのせいで、「むつ」
は 16 年にわたって日本の港をさまようはめ
になり、その誤報の結果によって、大方の日
本人は “原子力＝危険 ”と無条件に思わされ
るようになりました。（東日本大震災救援の
“トモダチ作戦 ”で大活躍した米兵を運んだ
のは、原子力空母だったのですが、マスコミ
も誰も何も言わないのは何故でしょうか？）
しかし、「50 年はぺんぺん草も生えない」と
いわれた広島・長崎も、原爆投下の半年後に
は街は復興し、その後 67 年間、草木は絶え
ることなく育ち、海産物も豊富にとれている
のです。
放射線問題で恐ろしいのは、微弱な放射性

物質よりも、死の灰の恐怖を扇動する報道、
そしてそれによる「風評被害」だということ
に、マスコミ以下全ての日本人が、もうそろ
そろ気づいてほしい。そして、みんなで「福
島大丈夫」宣言をして、復興の後押しをした
いと思う次第です。　　

世界保健機関（WHO）が、去る５月 23日
に、東京電力福島第一原発事故による国内外
の被曝線量の推計値を公表しました。放射線
を直接浴びる外部被曝と、吸入や食事で体内
に入った放射線からの内部被曝を合わせて全
身線量を計算したものですが、福島県浪江町
と飯館村で 10 ～ 50㍉シーベルト、福島県
の他の地域では 1～ 10㍉シーベルト、宮城、
栃木、群馬、茨城、千葉の近隣５県が 0.1 ～
10㍉シーベルト、国内のそれ以外の地域は0.1
～１㍉シーベルト、韓国など各国では 0.1㍉
シーベルト未満であったと報告されました。
日本政府は、「WHOが発表した数値は、食

品の摂取制限などの防護的措置を何も講じな
かったという前提での推計値で、現実の被ば
く線量よりは過大なものになっている」と主
張し、WHO自身も「被曝線量の過少評価を
防ぐために、数値が過大になっている可能性
もある」と認めているのですが、それでも、
何れの数値もが、被曝による健康被害の目安
とされる 100㍉シーベルトをはるかに下回る
ものだったのです。（100㍉シーベルトは、原子
爆弾のような放射線を一気に被曝した場合に発ガ
ンの危険性が 0.5％上昇するとされる数値です。
しかし、日本人 100 人の中 50 人は自然のままで
もガンになるので、100㍉シーベルトの被曝をし
ても、発ガンの可能性が１人増えて 51 人になる
ということです。福島の事故のような低線量の慢
性放射線に対しては、どんなに慎重になったとし
ても、遺伝子異常、ガンともに心配する必要はな
いともいわれています。）
しかるに、このせっかくの福島の安心の種、

復興への大いなる励ましになるＷＨＯの推計
値の公表を、新聞各紙は二面の隅に申しわけ
程度に報道しただけで、その後も相変わらず、
0でないから危いという “危険でない危険情
報 ”を流し続けています。
（「どんなに低い線量であっても放射線を浴びれ
ば危険である」という、“直線しきい値なし仮説 ”
への固執により、自然放射線の５％に満たない放
射線廃棄物の処理等で、世界で年間 160 兆円のコ
ストがかっているといわれる。）
ましてや、「低レベル放射線を当てれば、

免疫が強くなり、ガンにかかりにくくなり、


